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　「ロゴ」のモチーフを考えることは、
子どもたちにとって初めての挑戦で
本当に難しいことだったはず。まず

「ロゴ」とは何かから理解させる必要
がありました。コロナ禍で地域との
交流が制限されていた中、子どもた
ちが多くの人と触れ合える絶好の機
会だと思い、お茶染めプロジェクトに
協力しました。教室の中の限られた人
間関係しか知らずに学ぶよりも、様々
な世代の人たちと交流して得られる

知識や経験は新鮮な感動をもたらし
ます。その感動の積み重ねが、子ど
もたちの個性を育み、今後急速に変
化する社会を、生き抜く力を養うこ
とにつながります。
　子どもたちはまだ、川根本町の実
情を正確に理解してはいませんが、
お茶染めプロジェクトに参加し、地
域の人や魅力に触れた「経験」は、
きっとかけがえのない財産になって
いくはずです。
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　地域の人や小学生と一緒に一つのことに取り組
んだことはすごく貴重な経験で楽しかったです。
本川根中学校にお茶染めプロジェクトの思いを
説明に行ったときには、自分の言葉で「川根本町
の未来のため」を伝えることができました。

　ロゴがきっかけで、町
がすぐに有名になるこ
とは難しいですが、これ
から自分には何ができ
るかを考えることが大
切だと思っています。    

（板谷 知卓さん）

　始めはロゴ制作に対して想像ができなくて
不安が大きかったです。でも、小学生の純粋な
思いを聞きながら取り組むうちに、この町を
もっと多くの人に知ってほしい、この町の未来
に少しでも貢献できればと思うようになって
いました。
　ロゴが付いた商品がこれから色々な所で販
売されていけば、川根本町は今よりも有名に
なっていくはずです。お茶染めプロジェクト
に参加したことで、川根本町の未来のために地
域の人たちと挑戦ができて本当に良かった！

（相藤 真緒さん）

ここにも、一つの物語。
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